
年

J.h --
み

目

の
広
島
芸
術
学
研
究
会
昭
和
六
十
三
年
度
活
動
報
告

こ
の
一
年
間
、
広
島
県
内
で
は
美
術
館
や
音
楽
ホ
l
ル
な
ど
の
大
き
な
文
化
施
設

の
オ
ー
プ
ン
が
相
次
い
だ
。
そ
れ
に
伴
い
当
然
、
関
係
諸
事
象
の
変
化
、
新
し
い
人

的
交
流
も
生
ま
れ
る
。
新
し
い
時
代
を
迎
え
つ
つ
あ
る
広
島
の
文
化
状
況
の
中
で
、

広
島
芸
術
学
研
究
会
の
存
在
も
い
よ
い
よ
重
み
を
増
す
昨
今
で
あ
る
。

本
会
の
今
年
度
の
活
動
は
、
二
年
目
の
落
ち
着
き
と
力
強
さ
を
感
じ
さ
せ
る
も
の

で
あ
っ
た
。
会
員
は
現
在
八
十
九
名
。
遠
地
よ
り
来
広
の
新
し
い
顔
が
目
立
つ
。
大

会
及
び
四
回
聞
か
れ
た
例
会
に
お
い
て
、
会
員
に
よ
る
研
究
発
表
七
回
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ

γ
一
回
、
特
別
観
賞
会
一
回
が
行
わ
れ
た
他
、
展
覧
会
の
特
別
鑑
賞
会

も
一
回
開
催
さ
れ
た
。

「
広
島
芸
術
学
研
究
会
報
」

(
以
下
「
会
報
」
と
略
す
)
も

第
八
号
ま
で
を
発
行
。

以
下
、
折
々
の
雑
感
と
と
も
に
、
こ
の
一
年
の
歩
み
を
記
す
。

V
昭
和
六
十
三
年
七
月
二
十
三
日
(
土
)

午
後
二
時
か
ら
五
時
ま
で
、
広
島
県
立
美
術
館
講
堂
に
て
第
二
回
総
会
及
び
大
会

が
開
催
さ
れ
た
。
総
会
で
は
、
金
田
菅
代
表
委
員
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
六
十
二
年
度

八

子

田

典

事
業
報
告
並
び
に
決
算
報
告
が
行
わ
れ
、
続
い
て
、
六
十
三
年
度
事
業
計
画
並
び
に

予
算
、
会
費
規
定
の
改
正
が
塞
議
決
定
さ
れ
た
。
引
き
続
き
聞
か
れ
た
大
会
で
は
、

野
村
久
之
氏
(
比
治
山
女
子
短
期
大
学
・
芸
術
学
)
、
原
田
宏
司
氏
(
広
島
大
学
・

音
楽
学
)
、
杉
本
俊
多
氏
(
広
島
大
学
・
建
築
学
)
の
三
氏
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
メ
キ

シ
コ
壁
画
運
動
の
影
で
J
女
性
画
家
フ
リ
ー
ダ
・
カ
ロ
の
作
品
と
生
涯
J
」

「
ハ
ノ
l

パ
l
宮
廷
の
音
楽
的
周
辺
」

「
産
業
奨
励
館
(
原
爆
ド
l
ム
)
の
建
築
美
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
日
ご
ろ
の
研
究
成
果
を
発
表
し
た
。
野
村
氏
は
、
メ
キ
シ
コ
壁
画
運
動
の

代
表
的
画
家
リ
ヴ
ェ
ラ
の
妻
で
も
あ
っ
た
カ
ロ
の
画
業
と
生
涯
を
ス
ラ
イ
ド
を
交
え

な
が
ら
紹
介
。
日
本
で
は
ま
だ
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
一
人
の
個
性
豊
か
な
創
作

者
の
存
在
を
強
く
印
象
づ
け
た
。
原
田
氏
は
、
宮
廷
音
楽
形
成
の
有
り
様
を
、
広
島

市
と
姉
妹
都
市
縁
組
を
結
ん
で
も
い
る
西
ド
イ
ツ
・
ハ
ノ
l
パ
I
市
の
バ
ロ
ッ
ク
時

代
に
着
目
し
て
考
察
、
ま
た
杉
本
氏
は
、
現
在
「
原
爆
ド
l
ム
」
と
し
て
知
ら
れ
る

「
広
島
県
産
業
奨
励
館
」
の
デ
ザ
イ

γ
的
ル
!
ツ
を
、
設
計
者
ヤ
γ
・
レ
ツ
ル
の
足

跡
を
追
い
な
が
ら
、

「
セ
セ
ッ
シ
ョ
シ
」
を
は
じ
め
と
す
る
ウ
ィ
ー
ン
の
建
築
様
式

に
求
め
、
と
も
に
遠
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
の
華
や
ぎ
に
思
い
は
せ
る
発
表
と
な
っ
た
。
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あ
い
に
く
の
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
約
八
十
名
が
出
席
。
会
場
で
は
年
報
『
塞
術
研
吾

創
刊
号
も
配
付
さ
れ
た
。
ま
た
、
五
時
十
分
か
ら
同
美
術
館
グ
リ
ル
で
聞
か
れ
た
懇

親
会
に
は
約
三
十
名
が
参
加
、
和
や
か
な
歓
談
の
一
時
を
過
ご
し
た
。

V
九
月
十
五
日
(
木
)

「
会
報
」
第
五
号
発
行
。
掲
載
記
事
は
、
第
二
回
大
会
で
の
研
究
発
表
要
旨
の
他
、

「
一
年
が
過
ぎ
て
」
(
伊
藤

「
『
広
島
芸
術
学
研
究
会
』
の
一
年
」

(
金
田
耳
目
)
、

星
子
)
等
。

V
十
月
八
日
(
土
)

午
後
三
時
二
十
分
か
ら
四
時
三
十
分
ま
で
、
山
県
郡
千
代
田
町
の
古
保
利
薬
師
堂

に
て
第
五
回
例
会
が
聞
か
れ
る
。
参
加
者
約
三
十
名
。
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
と
乗
用
車
に

分
乗
し
て
の
遠
出
と
な
っ
た
。
ま
ず
、
薬
師
堂
に
隣
接
す
る
集
会
所
で
松
本
真
氏

(
広
島
修
道
大
学
・
芸
術
学
)
が
「
古
保
利
薬
師
堂
の
諸
仏
」
と
題
し
研
究
発
表
。

そ
の
後
、

一
同
堂
内
に
入
り
、
実
際
に
仏
像
を
鑑
賞
す
る
。
天
平
時
代
か
ら
貞
観
時

代
を
経
て
、
藤
原
時
代
に
至
る
過
渡
期
的
特
色
を
示
す
貴
重
な
も
の
と
い
う
、
細
部

表
現
の
具
体
例
を
挙
げ
て
の
松
本
氏
の
説
明
を
思
い
返
し
な
が
ら
、
十
二
躯
の
古
仏

に
見
入
る
。
千
代
田
の
秋
は
既
に
深
く
、
冴
々
と
し
た
大
気
に
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
が
し
た
。

V
十
一
月
十
一
日
(
金
)

午
後
五
時
三
十
分
か
ら
六
時
三
十
分
ま
で
、
広
島
県
立
美
術
館
に
て
開
催
中
の

「
霊
光
|
|
青
春
の
光
と
闇
」
展
の
特
別
鑑
賞
会
を
聞
く
。
美
術
館
の
格
別
な
ご
配
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慮
を
い
た
だ
い
て
の
一
タ
。
参
加
者
約
三
十
名
、
大
井
健
地
学
芸
員
の
解
説
に
耳
を

傾
け
な
が
ら
、
力
込
も
る
翠
光
作
品
の
数
々
を
熱
心
に
鑑
賞
し
た
。

V
十
一
月
十
五
日
(
火
)

の
思
い
出
」

(
幣
原
映
智
)
、

第

四
=司

現
代
音
楽
フ
ロ
シ

エ
ク
ト
'ー-，
88 ア
広ツ
島シ

シ〆

「
会
報
」
第
六
号
発
行
。
第
五
回
例
会
で
の
研
究
発
表
要
旨
の
他
、

東
京
』
の
報
告
」

(
伴
谷
晃
二
)
等
、
掲
載
。

V
十
二
月
三
日
(
土
)

午
後
二
時
三
十
分
か
ら
五
時
ま
で
、
広
島
大
学
総
合
科
学
部
三

O
五
号
視
聴
覚
教

室
に
て
、
第
六
回
例
会
が
聞
か
れ
る
。
統
一
テ
l
マ
は
「
近
世
絵
画
に
お
け
る
地
域

性
」
。
黒
川
修
一
氏
(
広
島
県
立
美
術
館
・
日
本
絵
画
史
)
と
永
田
雄
次
郎
氏
(
広

島
大
学
・
日
本
美
術
史
)
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
江
戸
時
代
の
唐
絵
」
、

「
地
域
性
と
美

術
」
と
題
し
研
究
発
表
を
行
っ
た
。
出
席
者
約
六
十
名
。
黒
川
氏
は
浅
野
藩
に
仕
え

た
岡
眠
山
の
画
業
を
通
し
、
ま
た
、
永
田
氏
は
前
任
地
鹿
児
島
(
薩
摩
)
の
中
世
か

ら
近
代
に
至
る
美
術
状
況
を
示
し
て
、
テ
ー
マ
を
追
求
し
た
。
来
広
後
、
ま
だ
日
が

設
い
と
い
う
両
氏
だ
が
、
そ
れ
だ
け
に
、
広
島
の
文
化
的
基
盤
に
対
す
る
新
た
な
輿

味
を
喚
起
す
る
発
表
で
あ
っ
た
と
思
う
。

V
平
成
元
年
二
月
十
五
日
(
水
)

「
会
報
」
第
七
号
発
行
。
第
六
回
例
会
で
の
研
究
発
表
要
旨
の
他
、

「
早
春
闘
想
」



(
八
回
典
子
)
、

「
芸
術
作
品
の
最
良
の
手
本
が
あ
る
こ
と
は
研
究
方
法
の
妨
げ
に

な
る
と
い
う
説
に
つ
い
て
」

(
大
井
健
地
)
等
、
掲
載
。

V
三
月
十
一
日
(
土
)

午
後
二
時
か
ら
五
時
ま
で
、
ひ
ろ
し
ま
美
術
館
講
堂
に
て
第
七
回
例
会
が
聞
か
れ

た
。
テ
l
マ
は
「
語
り
」
。
ま
ず
青
木
孝
夫
氏
(
広
島
大
学
・
演
劇
美
学
)
が
「
語

り
の
美
学
」
と
題
し
て
近
松
門
左
衛
門
を
テ
キ
ス
ト
に
研
究
発
表
。
そ
の
後
、
金
田

菅
氏
の
司
会
で
、
青
木
氏
、
入
野
忠
芳
氏
(
画
家
)
、
井
野
口
慧
子
氏
(
詩
人
)
が

活
発
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
展
開
、
研
究
者
と
実
作
者
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

か
ら
「
語
り
」
の
諸
相
が
興
味
深
く
呈
示
さ
れ
た
。
中
で
も
井
野
口
氏
に
よ
る
絵
本

『
百
万
回
生
き
た
仲
但

(
佐
野
洋
子
作
)
と
自
作
の
詩
「
深
い
海
の
魚
」
の
朗
読
は
、

「
語
り
」
の
魅
力
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
伝
え
感
銘
深
か
っ
た
。
出
席
者
約
四
十
名
。

V
五
月
十
日
(
水
)

「
会
報
」
第
八
号
発
行
。
掲
載
記
事
は
、
第
七
回
例
会
の
報
告
の
他
、

「
展
覧
会

雑
感

マ
レ
l
ヴ
ィ
チ
、

フ
ェ
ル
カ
l
デ
、
ゴ

l
ガ
γ
、
テ
ィ
シ
ゲ
リ
l
」

(
園
府

寺
司
)
等
。

V
五
月
二
十
七
日
(
土
)

午
後
二
時
か
ら
五
時
三
十
分
ま
で
、
第
八
回
例
会
「
広
島
市
現
代
美
術
館
特
別
観

賞
会
」
が
聞
か
れ
た
。
日
本
初
の
公
立
現
代
美
術
館
と
し
て
五
月
三
日
に
オ
ー
プ
ン

し
た
広
島
市
現
代
美
術
館
を
訪
ね
、
ま
ず
、
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
・
ス
タ
ジ
オ
に
て
南
篠

史
生
氏
(
美
術
評
論
家
)
の
講
演
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
現
代
美
術
」
を
聴
講
。
そ
の
後
、

南
出
烏
宏
・
出
原
均
両
学
芸
員
の
案
内
で
開
館
記
念
展
の
「
シ
ュ
プ
レ
ン
ゲ
ル
美
術
館

名
品
展
」

「
広
島
・
ヒ
ロ
シ
マ
・

H
I
R
O
S
H
I
M
A
」
と
と
も
に
、
そ
れ
自
体

が
現
代
美
術
と
言
わ
れ
る
同
館
を
観
賞
し
た
。
新
縁
に
映
え
る
新
し
い
美
の
殿
堂
で

の
心
弾
む
例
会
で
あ
っ
た
。
参
加
者
約
七
十
名
。

以
上
が
本
研
究
会
の
今
年
度
の
活
動
で
あ
る
。

こ
の
夏
で
早
く
も
三
年
目
を
迎
え
る
広
島
芸
術
学
研
究
会
。
会
員
相
互
、
そ
し
て

会
全
体
と
し
て
、
よ
り
創
意
に
満
ち
た
、
生
気
あ
ふ
れ
る
活
動
を
期
待
し
た
い
。

(
は
っ
た
・
の
り
こ

広
島
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
)
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